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エコ通勤優良事業所 

名取市職員によるエコ通勤 

チャレンジデー参加状況調査報告書 

 

１. 調査概要 

令和7年4月～令和8年3月（7月除く）に実施した「エコ通勤チャレンジデー」の参加

状況を詳細に把握するととともに、その成果・課題を分析し、市民や市内事業者への公共

交通利用促進の働きかけ（モビリティ・マネジメント）に活用するためアンケート調査を実施

した。 

 

【対象職員】 

本庁・法務局・保健センター勤務職員（会計年度任用職員を除く） 

 

【実施期間】 

   令和７年４月～令和８年３月（７月除く。毎月給料支給日に実施） 

   

  【回 収 数】 

   アンケート回答者数（延べ人数） 548人 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

企画部 政策企画課 
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「自転車通勤推進企業」宣言企業 
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２. エコ通勤チャレンジデー実施概要 

 

【背景 ・ 目的】 

   地域公共交通の維持・確保に対する意識の向上及び、市職員の健康増進を図るとと 

   もに、公共交通の利用に係る課題や問題点の洗い出しを行い、今後予定している市民 

や市内事業所への公共交通利用促進の取組（モビリティ・マネジメント）の参考とする 

ことを目的に、市民等に先行して市職員で実施したもの。 

 

【対象職員】 

本庁・法務局・保健センター勤務職員（会計年度任用職員を除く） 

※可能な範囲での協力をお願いしたものであり、こどもの送迎や、身体上の都合等に

より自家用車でないと通勤が困難な職員を除く。 

 

【実施期間】 

令和７年４月～令和８年３月（7月除く）の給与支給日 

 

【実施方法】 

   各職場まで自家用車・二輪車以外の交通手段で通勤する。  

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

3. エコ通勤チャレンジデーの実施状況及び課題 

 

 

 

■エコ通勤チャレンジデー参加率：39％ 

今年度は、毎月の給与支給日を「エコ通勤チャレンジデー実施日」と指定し取り組んだ。 

4半期毎に、任意でのアンケートを取ったところ、延べ回答者数548人に対し、参加者数は214

人という結果だった（参加率39％）。 

■職員の意識・ 

・自転車の利用意向（思う、どちらかと言えば思うの割合）：43％ 

・公共交通機関の利用意向（思う、どちらかと言えば思うの割合）：３１％ 

■エコ通勤チャレンジデーにかかる交通費負担 

昨年度と引き続き、実施した際の運賃に対する補助やインセンティブに関する要望が多かっ

た。 

■公共交通機関と勤務時間の不整合 

今年度より、試験的に時差出勤制度を導入したことにより、通勤時間帯に合う便が無いこと

や、乗り継ぎに時間がかかるという問題が一部解消された。 

《実施状況及び課題》 
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4. 参考データ 

(１)公共交通通勤チャレンジデーの参加状況について  

（年間参加状況） 

 

 

（月別参加状況） 

 

 

 

 

参加した

39%（214人）

参加してない

61%（334人）

エコ通勤チャレンジデー参加者数

参加した 参加してない

35

31

27

15 14
11

9

13

17
20

22
参
加
者
数
（
人
）

月別参加者数

4月21日 5月21日 6月20日 8月21日 9月19日 10月21日

11月21日 12月19日 1月21日 2月20日 3月19日



5 

(2)エコ通勤チャレンジデー当日の通勤手段について（参加者のみ）  

 

 

 

(3)エコ通勤チャレンジデーに参加してみての感想（参加者のみ） 

    （複数回答可）  

 

 

自転車

35%（33

徒歩

28%（27人）

電車

30%（29人）

路線バス 7%

（7人）

通勤手段（参加者のみ）

自転車 徒歩 電車 路線バス

環境負荷低減に

貢献できると感

じた

健康増進につなが

ると感じた

47%（40人）

気分転換になると感

じた

7%（6人）

いつもより出勤時

間が早まるので、

自家用車で通勤し

たい

2%（2人）

時間通り到着する

か不安だった

2%（2人）
自宅近くにバス停や駅がないため、

公共交通は利用しづらい

5%（4人）

参加した感想
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（４）普段の通勤時間との比較（参加者のみ） 

 
 

（5）公共交通通勤チャレンジデーに参加できなかった理由について  

 

 

 

 

 

普段と変わらな

い

68%（53人）

普段より5分程度短い

1%（1人）

普段より10分程度短い

3%（2人）

普段より20分程度短い

1%（1人）

普段より5分程度長い

15%（12人）

普段より10分程度長い

12%（9人）

普段の通勤時間との比較

こどもの送迎、こ

どもの体調不良等

への対応のため

28%（27人）

身体上の都合によ

り、自家用車でな

いと通勤が困難な

ため

3%（3人）

出勤前後に所用が

あったため

28%（27人）

自家用車より疲れ

るため

14%（14人）

自転車を持ってい

ないため

4%（4人）

通勤時間、帰宅時

間に合う路線・便

がないため

10%（10人）

自宅近くにバス

停・駅がなく、公

共交通を利用しが

たいため

10%（10人）

エコ通勤チャレンジ

デーを忘れていたた

め

参加できなかった理由
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（6）自転車の利用意向について（自転車通勤を始めたい、自転車を利用する頻度をもっと

多くしたい等）  

 
 

 

（7）公共交通機関の利用意向（公共交通機関での通勤を始めたい、公共交通機関の利用

頻度をもっと多くしたい等） 

 
 

 

 

 

 

 

思う

14%（27人）

どちらかと言え

ば思う

29%（43人）どちらかと言え

ば思わない

22%（43人）

思わない

35%（68人）

自転車の利用意向

思う

10%（20人）

どちらかと言え

ば思う

21%（41人）

どちらかと言え

ば思わない

27%（52人）

思わない

42%（82人）

公共交通の利用意向
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（11）公共交通サービスを維持・確保するため、より多くの人に利用してもらえるよう利用

促進の取組を行い、みんなで公共交通を支えるという気運を醸成することの重要性につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要

30%（58人）

どちらかと言えば重要

57%（111人）

どちらかと言えば重要

ではない

重要ではない

4%（7人）

気運の醸成について


